
ジオテキスタイル技術情報 1995.3 

「技術展示，および現場視察における話題から」

岡三興業株式会社

開発事業部小浪岳治

1 .はじめに

福岡正巳団長をはじめとする 9名の米国ジオメンプレン施工技術調査団は，平成7年 2月18日

から26日の日程で，ナッシュピルで開催されたGeosynthetics'95への参加と，アトランタの 2つ

の廃棄物処分場を視察した。ここでは， Geosynthetics'95の技術展示と廃棄物処分場について報

告する。

2. 伎術展示

Geosynthtics' 95の開催中，民間企業や団体93社による技術展示が行われた。技術展示を行っ

た企業の業種別あるいは製品別リストと会場の概要は，後に示す通りである。表 1は業種・製

品別の企業を集計した結果を示しており，浸食防止 (Erosioncontrol)，ジオテキスタイル，お

よびジオメンブレンに関する展示割合の高いことが認められる。日本と比較すると，ジオグリッ

ドや補強土に関連した展示の全体に対する割合が比較的低いと言えよう。

表 1 展示企業の業種・製品別集計

業種・製品

コンサルタン卜
浸食防止(Erosioncontrol) 
ジオコンポジッ卜

ジオグリッド
ジオメンブレン
ジオシンセティック粘土ライナー
ジオテキスタイル
施工機械
補強土壁システム
接合(Sealing)装置
縫い付け(Sewing)装置
試験装置
繊維

その他

数(社)率(児)
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ジオメンブレン関連の展示が多い要因としては，米国の廃棄物処分場において，かなり多くの

ジオメンプレンが用いられ，その設計，施工，管理に関する指針が確立されているためと考えら

れる。また，ジオメンブレンに関連したシートの接合装置やコンサルタントの展示も見られた。

浸食防止工に関する製品としては，ジオシンセティックと植栽の種子を複合したものが多く見

られ， 自然景観を重視する傾向が伺えた。
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モニタリングされているが，エネルギ一源などに利用されていなL、。処分場における雨水などの

表面水は貯溜池に収集して，地下水は深さ40ft(約12m)までモニタリングされている。

廃棄物は22t車両を用いて処分場に搬入され，その処分量は約1.700t/日であり. 1t当りの受入

れ費用は13ドルである。
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図-8 底盤部の詳細 図 9 斜面部の詳細
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図-10岩盤上の詳細 図-11 標準的なセル
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図-12 アンカー卜レンチ詳細 図 13 浸出水用パイプ
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